
第一東和会病院は、

世界初の

アルツハイマー病
治療薬
  レカネマブ  による

治療を開始しました

軽度認知症の進行抑制が期待される

画期的なアルツハイマー病の治療薬

レカネマブとは

　アルツハイマー病ではアミロイドβという物質が神経細胞を傷つ

けることで、認知機能が低下すると考えられています。

　レカネマブが画期的なのは、アミロイドβ自体を取り除ける

点。病気の進行を遅らせ、認知機能の低下を緩やかにするこ

とが期待されています。

レカネマブの 
画期的な点は？
レカネマブの 
画期的な点は？

レカネマブでの治療を希望される方へ

当院では、皆さまが普段通院されている「かかりつけの医師」と連携して、皆さまの健康を支えて

います。まずは「かかりつけ医」の先生にご相談の上、当院での治療を希望する旨をお伝えください。

社会医療法人 東和会

使用対象
となる方
使用対象
となる方 この治療は、設備が整い、学会が認定した

認知症の専門医がいる施設でしか行えません。

　軽度認知症の方
　軽度認知障害※の方

症状が進んだ方には
使用できません。！

※正常な状態と認知症の間の状態

２つの認知機能検査で対象となるか測定。
さらに当院で精査し、 使用を決定します。

神経細胞

アミロイドβ

072-671-1008（代）

レカネマブを
動画でも

説明しています

社会医療法人東和会　第一東和会病院


